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地
域
の
歴
史

長
良
川
上
流
の
平
野
部
を
中
心
に

文
化
を
育
ん
で
き
た
郡
上
市

岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
郡
上
市
は
、
平

成
一
六
年
郡
上
郡
の
七
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
太
古
よ
り
、
長
良
川
が
運
ぶ
土
砂
に
よ
っ

て
で
き
た
谷
底
平
野
に
人
々
が
住
み
着
き
、
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
山
間
地
な
が
ら
比
較
的
早
く
か

ら
中
央
の
文
化
が
浸
透
し
て
い
た
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

長良川の源流 (高鷲町ひるがの）

長
良
川
上
流
部
の
概
要

　

長
良
川
は
、
郡
上
市
高
鷲
町
の
大
日
岳

（
標
高
一
七
〇
九
ｍ
）東
斜
面
に
源
を
発
し
、

源
流
か
ら
約
八
㎞
は
、
Ｖ
字
谷
の
急
流
で

高
鷲
町
の
中
心
あ
た
り（
標
高
五
六
〇
ｍ
）

ま
で
一
気
に
下
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
下
流

の
郡
上
市
白
鳥
町
・
大
和
町
か
ら
八
幡
町
に

至
る
約
三
〇
㎞
の
間
は
、
盆
地
状
の
谷
底

平
野
に
河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
沿
い
に
開
け
た
階
段
状
地
形
の
、

平
坦
部
に
集
落
が
発
達
し
、
縄
文
時
代
か

ら
人
び
と
の
生
活
の
場
で
し
た
。

　

吉
田
川
と
の
合
流
地
点
か
ら
美
並
町
を

経
て
美
濃
市
ま
で
の
約
三
五
㎞
は
、
峡
谷

と
な
っ
て
山
あ
い
を
曲
流
し
て
い
き
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
源
流
か
ら
河
口
ま
で
統
一

し
て
長
良
川
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
こ
の
区
間
は
郡
上
川
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

気
候
変
動
に
よ
る
縄
文
人
の
移
動

　

郡
上
市
で
発
見
さ
れ
て
い
る
も
っ
と
も

古
い
遺
物
は
、
旧
石
器
時
代
の
終
末
期
か

ら
縄
文
草
創
期
と
考
え
ら
れ
る
石
器
で
、

そ
の
中
に
大
和
町
で
発
見
さ
れ
た
黒
曜
石

製
の
ナ
イ
フ
型
石
器
が
あ
り
ま
す
。
黒
曜

石
は
、
産
地
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
出
土
状
況
か
ら
広
範
囲
に
わ
た
る
交
流

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
手
が
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
遺
跡

は
前
期
が
少
な
く
、
中
期
が
圧
倒
的
に
多

く
な
り
、
後
晩
期
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

縄
文
前
期
か
ら
中
期
前
半
は
温
暖
で
し
た

が
、
後
半
か
ら
寒
冷
化
が
進
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
人
々
は
、
温
暖
な
時
期
に
当
地
に

定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
寒
さ

を
の
が
れ
て
移
動
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
比
較
的
降
雪
量
が
少
な
い
美
並
町
で

は
一
一
カ
所
で
後
晩
期
の
土
器
破
片
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
で
あ
る
た
め
弥
生
時
代
の
遺
跡

は
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
の
分
布
か

ら
当
地
に
弥
生
文
化
が
伝
わ
っ
た

主
要
な
経
路
は
、
長
良
川
沿
い
に

北
上
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
市
域
の
古
墳
は
長
良
川
沿
い

の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
地
に
集

中
し
て
お
り
、
当
時
か
ら
長
良
川

に
沿
っ
て
集
落
が
発
達
し
て
い
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

大
和
町
薬
師
平
古
墳
か
ら
七
鈴
五

獣
鏡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
和
朝
廷
と
結
び
つ
い
た
豪
族
の
存
在
が

知
ら
れ
ま
す
。郡

上
郡
の
成
立

　

古
代
・
中
世
の
郡
上
郡
域
は
、
現
在
の
下

呂
市
や
美
濃
市
の
一
部
を
含
む
広
域
に
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。「
文
徳
実
録
」斉
衡
二

年（
八
五
五
）閏
四
月
一
九
日
条
に「
分
美
濃

国
多
藝
武
義
両
郡
、
為
多
藝
・
石
津
・
武
義
・

群
上
凡
四
郡
」と
あ
り
、
こ
の
時
、
群
上（
郡

上
）郡
が
成
立
し
ま
し
た
。
群
上
の
名
称
の

由
来
に
つ
い
て
は
、
武
義（
武
儀
）郡
か
ら

見
て
長
良
川
の
上
流
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
説
や
、
長
良
川

が
青
色
染
料
の
群
青
の
よ
う
に
鮮
や
か
な

青
に
見
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
の
説
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
に
な
る
と
、
貴
族
・
社

寺
領
の
荘
園
が
出
現
し
ま
す
。
市
域
に
は
、

近
衛
家
領
気
良
庄
・
吉
田
庄（
後
に
京
都
実

相
院
領
）、
宣
陽
門
院
領（
皇
室
領
）山
田
庄

が
あ
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
と
石
川
県
の
県
境
に
そ
び
え
る

白
山（
標
高
二
七
〇
二
ｍ
）は
、
近
畿
に
比

較
的
近
い
こ
と
も
あ
り
古
代
よ
り
信
仰

の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
天
長
九
年
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農民が結束を確認した傘連判状

慈恩禅寺

古今伝授の里

（
八
三
二
）、
越
前
馬
場
・
加
賀
馬
場
と
共
に

長
瀧（
郡
上
市
白
鳥
町
）に
美
濃
馬
場
が
開

か
れ
ま
し
た
。
美
濃
馬
場
は
、
白
山
中
宮

長
瀧
寺
の
こ
と
で
、
後
に
延
暦
寺
の
別
院

と
な
り
、
東
海
方
面
に
お
け
る
白
山
信
仰

の
中
心
地
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
美
濃
・

尾
張
か
ら
の
参
拝
者
は
、
長
良
川
に
沿
う

郡
上
街
道
を
北
上
し
て
、
長
瀧
寺
に
至
り

ま
し
た
。東

常
縁
と
古
今
伝
授

　

中
世
の
郡
上
郡
に
大
き
な
勢
力
を
築
い

た
の
は
、
鎌
倉
幕
府
の
有
力
な
御
家
人
で

あ
っ
た
千
葉
氏
一
門
の
東
氏
で
し
た
。
承

久
の
乱（
一
二
二
一
）で
軍
功
の
あ
っ
た
東

胤
行
が
郡
上
郡
山
田
庄
を
与
え
ら
れ
郡
上

東
氏
の
開
祖
と
な
り
ま
す
。
東
家
当
主
は
、

代
々
勅
撰
集
に
名
を
連
ね
、
乱
世
に
珍
し

い
武
家
歌
人
の
家
柄
と
し
て
後
世
に
名
を

残
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
特
に
作
歌
数
が
多
く
評

価
の
高
い
の
が
東
常
縁
で
、
応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）関
東
出
兵
中
に
、
美
濃
国
守

護
代
・
斎
藤
妙
椿
の
侵
攻
を
受
け
、
居
城

篠
脇
城（
大
和
町
）を
攻
め
落
と
さ
れ
ま
す

が
、
妙
椿
に
和
歌
を
送
っ
て
和
議
を
む
す

び
本
領
を
回
復
し
た
い
き
さ
つ
が
有
名
で

す
。
常
縁
は
、古
典
学
者
と
し
て
も
名
高
く
、

古
今
集
の
解
釈
な
ど
の
秘
説
を
伝
え
る
古

今
伝
授
を
習
得
し
、
文
明
三
年（
一
四
七
一
）

連
歌
師
宗
祇
に
伝
え
ま
し
た
。

　

大
和
町
に
は
、
こ
の
故
事
に
ち
な
ん
で

和
歌
を
テ
ー
マ
と
し
た
野
外
博
物
館「
古
今

伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

郡
上
藩
の
成
立
と
郡
上
一
揆

　

戦
国
時
代
の
郡
上
を
支
配
し
た
の
は
、

東
氏
を
滅
ぼ
し
た
遠
藤
氏
で
し
た
。
遠
藤

氏
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て

き
ま
し
た
が
、
一
時
、
秀
吉
の
不
興
を
か

い
加
茂
郡
に
転
封
さ
れ
ま
し
た
。
関
ヶ
原

合
戦
で
徳
川
方
に
つ
き
、
八
幡
城
を
奪
回

し
郡
上
藩
二
万
七
千
石
の
成
立
を
み
ま
し

た
。
郡
上
藩
は
山
間
の
地
で
し
た
が
、
材

木
や
木
工
業
に
依
存
し
た
地
域
で
は
な
く
、

長
良
川
水
系
流
域
の
平
野
部
で
の
農
業
が

主
な
収
入
源
で
し
た
。
成
立
当
初
の
郡
上

藩
は
、
参
勤
交
代
や
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ

た
美
濃
国
内
の
河
川
堤
防
の
修
理
で
出
費

が
か
さ
ん
だ
こ
と
か
ら
、
新
田
開
発
な
ど

で
財
政
の
立
て
直
し
を
図
り
ま
し
た
。
長

良
川
の
材
木
流
送
も
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）五
代
藩
主
遠
藤

常
久
が
七
歳
で
亡
く
な
り
嗣
子
も
な
か
っ

た
の
で
、
井
上
氏
が
移
封
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
間
の
な
い
元
禄
一
〇
年
に

井
上
氏
に
替
わ
っ
て
金
森
氏
が
藩
主
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
二
代
藩
主

金
森
頼
錦
の
時
代

に
藩
財
政
立
て
直

し
の
た
め
、
年
貢

の
取
り
立
て
を
上

免
か
ら
実
質
増
税

と
な
る
検
見
取
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
何
千
人
と
も
言
わ
れ
る
農
民

が
検
見
取
に
し
な
い
よ
う
役
所
に
押
し
か

け
、
藩
は
い
っ
た
ん
は
農
民
の
嘆
願
を
受

け
入
れ
ま
す
。
し
か
し
翌
年
に
な
る
と
、

笠
松
代
官
青
木
次
郎
九
郎
か
ら
検
見
取
は

幕
府
の
方
針
で
あ
る
か
ら
受
け
入
れ
る
よ

う
に
と
申
し
渡
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
反

発
し
た
農
民
側
が
、
老
中
へ
の
駕
籠
訴
や

目
安
箱
へ
の
箱
訴
を
強
行
、
幕
府
を
ま
き

こ
む
郡
上
一
揆
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

幕
府
評
定
所
に
よ
る
取
り
調
べ
の
結
果
、

農
民
側
に
死
罪
一
四
名
な
ど
厳
し
い
処
分

が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
金
森
氏
の
改
易（
お

取
り
つ
ぶ
し
）・
藩
役
人
に
死
罪
・
追
放
の

他
、
老
中
・
若
年
寄
・
美
濃
郡
代
に
も
領
地

没
収
や
免
職
な
ど
の
処
分
が
な
さ
れ
ま
し

た
。長

良
川
上
流
部
の
河
川
災
害

　

郡
上
市
域
は
、
長
良
川
に
よ
っ
て
運
ば

れ
た
土
砂
が
堆
積
し
て
出
来
た
谷
底
平
野

を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
長
良
川

は
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

時
に
は
氾
濫
し
て
人
々
を
困
窮
さ
せ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
は
家

屋
を
押
し
潰
し
田
畑
を
埋
め
尽
く
す
甚
大

な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
近
世

以
前
の
災
害
の
記
録
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
書

に
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
規
模
や
被
害
状
況

の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
明

治
以
降
の
記
録
か
ら
こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
災
害
の
す
さ
ま
じ
さ

を
は
か
り
知
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）八

月
一
九
日
か
ら

二
三
日
ま
で
の
降
水
量
が
九
四
〇
㎜
に
達

す
る
集
中
豪
雨
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
豪

雨
で
、
吉
田
川
と
そ
の
支
流
の
乙
姫
川
な

ど
が
氾
濫
し
て
、
床
上
七
〇
㎝
浸
水
す
る

地
区
も
出
ま
し
た
。
乙
姫
川
周
辺
の
人
々

は
、
小
学
校
や
慈
恩
禅
寺
に
避
難
し
ま
し

た
が
、
二
三
日
午
前
五
時
頃
、
突
然
、
慈

恩
禅
寺
裏
山
が
崩
壊
し
て
寺
が
土
砂
に
埋

ま
り
、
避
難
し
て
い
た
人
な
ど
二
六
人
が

生
き
埋
め
と
な
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
）の
伊
勢
湾
台

風
は
、
伊
勢
湾
上
陸
後
、
台
風
の
中
心
が

郡
上
付
近
を
通
過
し
激
し
い
豪
雨
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
長
良
川
は
八
幡
町
稲
成
水

位
観
測
所
で
警
戒
水
位
の
二
倍
近
い
水
位

を
記
録
し
、
各
地
で
溢
水
・
破
堤
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
白
鳥
町
の
白
鳥
橋
下
流
・
雲
雀

町
で
は
、
堤
防
が
決
壊
し
濁
流
に
多
く
の

人
が
流
さ
れ
七
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

改
良
復
旧
工
事
で
は
、
長
良
川
の
引
堤
工

事
が
お
こ
な
わ
れ
、
雲
雀
町
は
町
の
半
分

が
堤
外
地
と
な
っ
て
町
名
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
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地域の
治水・利水
施設

長
良
川
水
系
に
お
け
る

電
力
開
発
の
歴
史

木
曽
三
川
で
最
初
に
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た

の
は
、
需
要
地
が
近
く
に
点
在
す
る
長
良
川
水
系

で
し
た
。し
か
し
、遠
距
離
送
電
の
技
術
が
進
む
と
、

電
力
開
発
の
主
流
は
、
地
形
条
件
の
良
い
木
曽
川

水
系
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

長良川発電所

乙姫川現況

旧八幡発電所

木
曽
三
川
最
初
の
電
力
発
電

　

木
曽
三
川
の
水
力
発
電
は
、
現
在
で
は

木
曽
川
水
系
の
開
発
が
圧
倒
的
に
進
ん
で

い
て
、
多
く
の
発
電
用
ダ
ム
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
木
曽
三
川
で
最
初
の

営
業
用
水
力
発
電
所
は
、
長
良
川
支
流
の

吉
田
川
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
川
に

注
ぎ
こ
む
乙
姫
川
左
岸
に
、
斜
面
を
切
り

開
い
た
平
坦
地
が
あ
り「
県
下
初
の
水
力
発

電
所
跡
」と
書
か
れ
た
木
柱
が
立
っ
て
い
ま

す
。
明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）八
幡
水
力

電
気
合
資
会
社
が
こ
こ
に
木
曽
三
川
で
最

初
の
発
電
所
・
乙
姫
滝
水
力
発
電
所
を
建
設

し
ま
し
た
。
他
川
に
先
駆
け
て
長
良
川
水

系
で
発
電
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
上
流

部
ま
で
集
落
が
発
達
し
電
力
需
要
が
身
近

に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

 

こ
の
乙
姫

滝
水
力
発
電

所
は
二
五

kw
を
供
給

す
る
計
画

で
し
た
が
、

当
時
の
日
本
は
水
力
発
電
の
実
績
が
乏
し

く
、
技
術
的
に
不
安
定
で
期
待
し
た
電
力

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）八
幡
水
力
電
気
合
資
会
社
は

株
式
会
社
に
組
織
替
え
し
て
、
吉
田
川
に

八
幡
水
力
発
電
所
を
建
設
、
六
〇
kw
を
発

電
し
八
幡
町
・
河
合
村
に
電
力
を
提
供
し
ま

し
た
。

長
良
川
発
電
所
の
建
設

　

明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
遠
距
離
送

電
の
技
術
が
確
立
し
た
こ
と
か
ら
、
大
き

な
需
要
を
抱
え
る
名
古
屋
や
関
西
の
電
力

会
社
が
、
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
岐
阜
県

で
の
電
力
開
発
に
参
入
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
長
良
川
本
川
に
建
設
さ
れ
た
発

電
所
は
、
明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
）名
古

屋
電
灯
株
式
会
社
が
美
濃
市
立
花
に
建
設

し
た
長
良
川
発
電
所
で
、
美
並
町
木
尾
で

取
水
す
る
出
力
四
、二
〇
〇
kw
の
大
規
模
発

電
所
で
し
た
。

　

県
外
資
本
に
よ
る
大
規
模
な
電
力
開
発

に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
長
良
川
に
よ
っ
て

生
計
を
た
て
て
き
た
流
域
の
住
民
と
電
力

会
社
の
間
で
紛
争
が
お
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

長
良
川
発
電
所
の
取
水
に
よ
っ

て
、
取
水
口
の
あ
る
木
尾
か
ら
発
電
所
の

あ
る
立
花
間
の
水
量
が
減
少
し
川
が
干
上

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
た
漁
業
関

係
者
や
舟
運
に
従
事
す
る
人
々
は
、
郡
上

郡
全
域
で
建
設
反
対
の
運
動
を
お
こ
し
ま

し
た
。
郡
上
一
七
ヶ
村
は
、
郡
選
出
の
県

会
議
員
と
木
材
業
者
・
平
野
増
吉
を
代
表

に
選
び
、
県
知
事
に
水
利
権
の
取
り
消
し

を
迫
り
ま
し
た
。
平
野
は
、
白
鳥
町
中
山

御
料
林
の
一
〇
年
間
の
払
い
下
げ
を
受
け
、

材
木
の
伐
採
・
搬
出
事
業
の
最
中
で
あ
っ
た

の
で
、
木
材
の
長
良
川
流
送
に
支
障
と
な

る
発
電
所
建
設
に
反
対
し
、
運
動
の
資
金

を
こ
の
中
山
御
料
林
の
利
益
か
ら
捻
出
し

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
岐
阜
県
は
電
力

開
発
に
前
向
き
で
、
反
対
運
動
に
圧
力
を

か
け
た
た
め
、
運
動
は
次
第
に
鎮
静
化
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
平
野
は
あ

く
ま
で
抵
抗
を
続
け
ま
し
た
が
、
建
設
工

事
は
進
み
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
知
事
な
ど
が
列
席
の
も
と
通
水
式
が

行
わ
れ
、
取
水
口
が
開
か
れ
る
と
、
住
民

が
不
安
視
し
た
通
り
、
見
る
間
に
川
が
干

上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
翌
日
、
県
は
名

古
屋
電
灯
株
式
会
社
に
流
木
期
間
中
の
取

水
を
六
割
に
制
限
す
る
通
達
を
出
す
に
至

り
ま
し
た
。
取
水
量
の
制
限
は
、
名
古
屋

電
灯
株
式
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
、

平
野
と
の
間
で
妥
協
案
を
模
索
し
ま
し
た

が
、
成
案
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

木曽三川の勾配と流路長比較

　

長
良
川
の
材
木
流
送
は
近
世
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
そ

の
方
法
や
工
程
の
呼
称
な
ど
は
、
規
模
こ
そ
及
ば
な
い
も
の
の
木

曽
川
の
流
送
と
類
似
し
た

も
の
で
し
た
。
郡
上
藩
は
、

尾
張
藩
の
木
曽
山
経
営
に

な
ら
い
、
長
良
川
上
流
域

の
山
々
に
領
民
の
立
ち
入

り
を
禁
じ
た
留
山
を
設
定

し
て
山
林
資
源
を
確
保
し
、

藩
が
独
占
的
に
伐
採
・
販
売

す
る
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。
材
木
流
送
に
携
わ
る

人
足
は
、
筏
株
と
い
う
権

利
を
与
え
ら
れ
た
川
筋
の

村
で
、「
筏
乗
飯
米
」が
藩
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
耕
地
の
少
な
い

山
間
地
の
人
々
に
と
っ
て
は
貴
重
な
収
入
源
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

山
か
ら
刈
り
だ
し
た
材
木
は
流
量
が
少
な
い
谷
川
を「
管
流
し
」で

一
本
ず
つ
流
し
て
い
き
、長
良
川
と
吉
田
川
の
合
流
地
点
中
野
村（
現

八
幡
町
）で
筏
に
組
ん
で
高
原
村（
現
美
並
町
）ま
で
流
送
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
長
良
川
の
流
量
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
、
小
型
の

筏（
幅
約
一
．
五
ｍ
・
長
さ
約
四
ｍ
）を
組
み
、
水
量
が
豊
富
に
な
る

高
原
村
で
こ
れ
を
三
枚
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
組
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

高
原
村
か
ら
流
さ
れ
た
筏
は
、
武
儀
郡
立
花
村（
現
美
濃
市
立
花
）

で
、
大
き
な
筏
に
組
み
替
え
ら
れ
さ
ら
に
下
流
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

郡
上
郡
の
長
良
川
材
木
流
送
は
、
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）越
美
南

線（
現
在
の
長
良
川
鉄
道
）が
郡
上
八
幡
に
開
通
す
る
ま
で
続
き
ま
し

た
。

■
参
考
文
献
「
定
本
長
良
川
」
平
成
一
四
年　

郷
土
出
版
社

長
良
川
の
材
木
流
送

高原土場跡に建つ水神碑

し
た
。

　

こ
の
頃
、
後
に
電
力
王
と
呼
ば
れ
た
福

沢
桃
助
が
名
古
屋
電
灯
の
常
務
取
締
役
に

就
任
し
、
平
野
と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
郡

有
林
設
定
の
基
金
を
郡
上
郡
に
寄
付
す
る

な
ど
の
条
件
で
和
解
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
長
良
川
発
電
所
の
経
営
主
体

は
、
名
古
屋
電
灯
か
ら
関
西
電
気
、
東
邦

電
力
、
中
部
配
電
と
移
り
変
わ
り
、
現
在

は
中
部
電
力
が
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
煉
瓦
造
り
の
本
館
・
正
門
、
外
塀
・

取
水
口
・
第
一
沈
砂
池
防
水
壁
、
第
二
沈
砂

池
排
水
路
暗
渠
、
単
ア
ー
チ
橋
、
五
連
ア
ー

チ
橋
お
よ
び
余
水
路
横
断
橋
が
近
代
化
遺

産
と
し
て
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
良
川
電
力
開
発
の
そ
の
後

　

岐
阜
県
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
か

ら
、
電
力
開
発
が
着
手
さ
れ
た
長

良
川
で
す
が
、
そ
の
後
は
、
川
浦

ダ
ム
を
除
き
大
規
模
な
発
電
施
設

が
造
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
電
力
開
発
が
進
ま
な
か
っ

た
理
由
を
、
水
力
発
電
所
の
立
地

条
件
と
い
う
観
点
か
ら
、
長
良
川

水
系
と
木
曽
川
水
系
で
比
べ
る
と
、

勾
配
と
流
路
長
に
大
き
な
差
異
が

見
ら
れ
ま
す
。
勾
配
の
大
き
な
Ｖ

字
谷
地
形
の
流
路
が
長
良
川
本
川

で
は
約
八
㎞
程
度
と
短
い
の
で
電

力
開
発
に
適
し
た
場
所
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
条
件
に
恵

ま
れ
た
木
曽
川
・
飛
騨
川
で
ダ
ム
建
設
を

伴
う
大
規
模
な
開
発
を
押
し
進
め
る
電
力

会
社
に
と
っ
て
、
長
良
川
は
さ
ほ
ど
魅
力

的
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

上
流
部
ま
で
集
落
・
田
畑
が
発
達
し
て
い
た

た
め
、
水
利
権
の
取
得
が
木
曽
川
水
系
よ

り
複
雑
で
困
難
が
伴
い
、
反
対
運
動
が
大

き
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
は
ず
で
す
。

ま
た
一
説
に
は
、
長
良
川
で
は
伝
統
的
に

鮎
漁
が
盛
ん
で
、
特
に
皇
室
に
献
上
す
る

鮎
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
真
偽
は
と
も
か
く
、

長
良
川
が
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
と
密
接

に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
大
規
模
な
電

力
開
発
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
要
因
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
す
。

注
目
さ
れ
る
新
し
い
水
力
発
電

　

当
初
、
数
kw
の
小
さ
な
発
電
か
ら
出
発

し
た
水
力
発
電
は
、
ダ
ム
式
発
電
所
な
ど

の
大
出
力
発
電
を
実
現
し
、
増
大
す
る
電

力
需
要
を
ま
か
な
う
重
要
な
一
翼
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
小
水
力
発
電
と
呼
ば
れ
る
、
小
さ

な
沢
や
用
水
路
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の

電
力
需
要
を
少
し
ず
つ
ま
か
な
っ
て
い
く

水
力
発
電
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
C
O
2
排
出
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

山
間
地
が
多
く
、
短
く
傾
斜
の
大
き
い
谷

川
が
多
い
日
本
に
最
適
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
自
治
体
に
よ
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
は
全
国

で
も
水
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、

か
つ
て
は
水
力
自
家
発
電
が
行
わ
れ
て
き

た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　

郡
上
市
白
鳥
町
石
徹
白
で
は
、
平
成

一
九
年
秋
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
三

機
の
導
入
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
平
成
二
一
年
五
月
二
六
日
に
は
、
普

及
、
導
入
支
援
な
ど
を
進
め
る「
岐
阜
県
小

水
力
利
用
推
進
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
河
川
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
新
し

い
水
力
発
電
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
定
本
長
良
川
』平
成
一
四
年　

郷
土
出
版
社

『
川
と
生
き
る
』　
平
成
二
〇
年　

久
保
田　

稔　
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歴
史
記
録

始
ま
っ
た
復
旧
工
事

―
急
が
れ
る
破
堤
口
の
仮
締
切
―

被
災
の
翌
日
か
ら
、
復
旧
に
む
け
た
工
事
が
官

民
一
体
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
一
日
で
も

早
く
湛
水
し
た
地
域
を
回
復
す
る
た
め
、
破

堤
し
た
海
岸
・
河
川
堤
防
の
仮
締
切
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
土
砂
な
ど
の
資

材
搬
入
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
に
は
サ

ン
ド
ポ
ン
プ
船
で
川
底
の
土
砂
を
採
取
す
る
工

法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

破壊された三の丸樋門

木曽三川河口部のサンドポンプ船による
仮締切位置

高潮堤防設計条件の比較

握
す
る
た
め
の

航
空
写
真
の
撮

影
が
行
わ
れ
、

二
九
日
に
は
、

国
と
県
と
の
復

旧
工
事
の
区
域

分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
災
害

復
旧
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」を
名
古
屋

市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は
第

三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対
策

と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関
連

法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進
さ

せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、「
締
切
排
水
小
委
員
会
」

「
災
害
救
助
小
委
員
会
」「
住
宅
小
委
員
会
」

を
設
置
し
、
各
機
関
の
行
う
緊
急
対
策
の

連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し
た
が
、
各
被
災

地
に
共
通
す
る
課
題
は
、
湛
水
を
排
除
し

て
従
来
の
生
活
環
境
に
復
す
る
こ
と
で
し

た
。
こ
の
た
め
破
堤
口
の
仮
締
切
を
一
日

も
早
く
完
成
す
る
こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し

た
。

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
切
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所
は

二
二
〇
ヶ
所
、
そ
の
延
長
は
約
三
三
㎞
に

及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河

口
部
で
は
二
六
ヶ
所
が
破
堤
し
て
い
ま
し

た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、
住
居
や

耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮
汐
の
変
動
に

よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は
刻
々
変
化
し
海
域
と
同

様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に

伴
っ
て
破
堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ

は
激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口
延
長

の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
流
速
は
大
き

く
な
り
、
締
め
切
り
の
困
難
性
が
増
大
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る
所
で
の

仮
締
切
は
、潮
汐
の
変
動
の
少
な
い
小
潮
時
に
、

大
量
の
土
石
な
ど

を
投
げ
入
れ
て
一

気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川
河

口
部
で
は
、
破

堤
ヶ
所
が
多
く
、

道
路
も
水
没
し
て

い
る
た
め
大
量
の

土
砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不
可

能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤
口

の
周
辺
に
は
、
大

量
の
土
砂
を
採
取
で
き
る
場
所
は
河
川
敷
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
地
情
勢

か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
川
底
の
土
砂

を
採
取
し
、
破
堤
ヶ
所
に
吹
き
上
げ
る
仮
締
切

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六
年
一
〇
月
、

揖
斐
川
河
口
城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
切
、

お
よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野
新

田
海
岸
堤
の
仮
締
切
に
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　

悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月

二
七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖

斐
川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木

曽
川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ

て
敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の

付
属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調
度

品
や
書
類
な
ど
が
散
乱
し
手
が
つ
け
ら
れ

な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
が
、
そ
の
中
で

災
害
復
旧
へ
の
態
勢
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
し
た
。

　

二
八
日
に
は
、
近
隣
の
事
務
所
か
ら
の

応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被
災
状
況
を
把
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サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に
手

配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬
力
数

は
、
二
五
、〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時
の
全
国

で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は
約

半
数
の
一
二
隻（
一
一
、〇
〇
〇
馬
力
）が

予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船

の
集
結
を
一
一
月
一
五
日
と
予
定
し
、
仮

締
切
完
成
は
、
そ
の
六
〇
日
後
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
〇
月
二
〇
日
ま

で
に
予
定
し
た
一
二
隻
の
う
ち
八
隻（
七
、

三
〇
〇
馬
力
）が
稼
動
を
開
始
す
る
予
想
外

の
出
足
を
み
た
こ
と
か
ら
、
仮
締
切
完
成

目
標
日
は
、
一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に

前
倒
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
し
ゅ
ん
せ
つ

作
業
に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸（
六
〇
〇
馬

力　

電
動
船
）が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電
施

設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、長
良
川
左
岸
の
松
ヶ

島
地
先
の
仮
締
切
に
配
置
さ
れ
、
一
〇
日

六
時
に
締
切
の
態
勢
が
整
い
、
九
時
三
〇

分
、
サ
ン
ド
ポ
ン

プ
船
に
よ
る
初
め

て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の

仮
締
切
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白

鶏
地
先
が
一
一
月

一
八
日
一
六
時

一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま
で
、
一
八
ヶ

所
の
破
堤
口
、
二
三
ヶ
所
の
仮
締
切
工
事

に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部
分

は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中
断
し

て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た
め
九
州
・

四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸（
デ
ィ
ー
ゼ

ル
船
一
、三
五
〇
馬
力
）の
活
躍
の
軌
跡
を

追
っ
て
み
ま
す
。
大
阪
市
港
湾
局
の
土

地
造
成
工
事
に
従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
〇
月
一
日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工

事
へ
回
航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日

二
一
時
四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成

丸
に
引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
。
途
中
一
六

号
台
風
の
た
め
由
良
港
に
避
難
し
、
一
〇

日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到
着
、
二
二
時
に

揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市
地
蔵
地
先
の
決
壊

現
場
に
到
着
、
一
一
日
一
八
時
よ
り
土
砂

の
吹
き
上
げ
を
開
始
し
、
一
九
日
に
仮
締

切
を
完
了
さ
せ
る
と
、
直
ち
に
揖
斐
川
左

岸
伊
曽
島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き

上
げ
を
開
始
し
、
二
七

日
に
仮
締
切
を
完
成
。

次
い
で
木
曽
川
筋
に
移

動
し
、
二
九
日
か
ら
木

曽
岬
村
川
先
地
先
の
仮

締
切
を
施
工
中
の
筑
紫

丸
を
応
援
、
一
一
月
五

日
に
は
長
島
海
岸
地
先

の
仮
締
切
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る

と
、
一
〇
日
に
は
白
鶏
地
先
の
仮
締
切
を

施
工
中
の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂

の
吹
き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締

切
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、電
源
を
必
要
と
し
な
い
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五
ヶ
所

の
仮
締
切
に
従
事
す
る
大
活
躍
で
、
こ

の
間
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
よ
る
揚
土
量
は

三
三
三
、三
〇
〇
ｍ３
に
及
び
ま
し
た
。

白
鶏
で
最
終
の
仮
締
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る

最
後
の
締
切
地
点
は
、

民
家
が
な
く
作
業
区
域

が
確
保
で
き
る
こ
と
、

資
材
の
船
に
よ
る
運

搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船

に
よ
る
土
砂
採
取
効
率

な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性
か
ら
白
鶏
地
先
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
切
が
着
々
と
進
み
、
一
〇
月

二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪
中
堤
を
利
用
し
て
の

潮
止
め
に
よ
っ
て
、
長
島
輪
中
一
、七
二
九
㌶

の
う
ち
、北
中
部
の
一
、

二
六
三
㌶
の
潮
止
め
が

終
わ
り
、
白
鶏
地
先
の

締
め
切
り
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先
の
破
堤
口

は
延
長
二
七
五
ｍ
。
締

め
切
り
工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で
そ
れ
ぞ

れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事
と
し
て
一
〇

月
二
四
日
か
ら「
そ
だ

沈
床
」設
置
を
開
始
し
、

一
一
月
八
日
一
一
時

三
〇
分
第
二
若
築
丸
が

到
着
し
て
し
ゅ
ん
せ
つ

作
業
を
開
始
し
、
一
〇

日
一
七
時
に
は
大
栄
丸

も
作
業
を
開
始
、
一
一
日
朝
に
は
破
堤
口
は
約

五
〇
ｍ
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の
日
で
あ

る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日
増
し
に
激
し
く

な
り
、
一
三
日
に
は
破
堤
口
を
約
三
〇
ｍ
に
ま

で
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

作
業
は
益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る

強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の
達
成
が
見
込
ま

れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ
と
な
く
、
大
潮
時
に
仮

締
切
を
完
成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八

日
午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
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大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
切
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切
り
の
予

定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か
ら
一
六
時
三
〇

分
の
間
の
潮
だ
る
み
の
間
の
僅
か
一
時
間
で

す
。
こ
の
時
間
を
狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が

整
え
ら
れ
、
一
五
時
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ
ろ

か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が
投
入
さ

れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流
れ
が
逆
に
な
り

上
げ
潮
と
な
り
、締
め
切
り
の
成
否
の
決
定
は
、

あ
と
三
〇
分
の
作
業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
だ
沈
床
」の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が
れ
た
結

果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に
締
切
土
俵
が
水

面
上
に
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
、
最
後
の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊
氏（
当

時
木
曽
川
下
流

工
事
事
務
所
長
）

は
手
記
に「
せ
き

を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の

攻
撃
が
繰
り
返

さ
れ
た
・・・・
石

俵
か
つ
ぎ
の
人

の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け

口
へ
集
中
し
た
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
の

掛
け
声
で
運
ば

れ
た
。
地
元
の

婦
人
も
泣
き
な

が
ら
こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。『
こ
れ
で
集
団

疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
』そ

う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も
あ
る
重
い
石
俵
が

運
ば
れ
た
」と
書
い
て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
本
締
切
と
並
行
し
て
排
水
作
業
な

ど
本
格
的
な
復
興
へ
向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た「
中
日
本
災
害
対

策
本
部
」は
、
一
一
月
二
七
日
ま
で
に
七
〇
回

に
お
よ
ぶ
本
会
議
を
行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連

絡
調
整
や
災
害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当

た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落
し

た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部
が
閉
鎖
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の

海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方
針
の
検

討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設
の
策
定
を
め
ざ

し
て
、
七
省
庁
と
六
名
の
学
識
経
験
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協

議
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度
襲
来

し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮
堤
防
の

構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、
昭
和
三
五

年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

新
堤
防
は
高
さ
七
・
五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画
対

象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て
は
、

潮
位
偏
差
お

よ
び
波
浪
は

伊
勢
湾
台
風

の
実
態
を
、

天
体
潮
位
は

台
風
期
平
均

満
潮
位
を
採

る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

堤
防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の
水

理
条
件
を
基

礎
と
し
て
、

背
後
地
の
条

件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤
防
前
面
の
海

底
地
形
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面

下
に
あ
る
か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密

な
地
区
な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高

は
、
計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に

波
浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊
勢

湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高
を
加

え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
・
九
七
ｍ

　

最
大
偏
差　

三
・
五
五
ｍ

　

波
高　

二
・
九
ｍ

か
ら
、
計
画
潮
位
四
・
五
二
ｍ
に
、
波
高

の
ほ
か
若
干
の
余
裕（
〇
・
〇
八
ｍ
）を
加
え

て
、
新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防

天
端
標
高
で
七
・
五
ｍ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力
を

受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共
に
、
堤
防

構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾　

六
・
〇
ｍ
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継
手

部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前
面
に

は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け
た

型
式
と
す
る
。

新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市
城

南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木
曽
岬

村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島
町
都
羅

お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り
に
各
地
で

高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い
海
岸
・
河
川
堤

防
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
参
考
・
引
用
文
献

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』　
昭
和
三
六
年
八
月　

木

曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　
昭
和
三
八
年
四
月

一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和

六
三
年
九
月
五
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
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現
代
の
予
報
技
術
に
よ
る
高
潮
予
報

名
古
屋
地
方
気
象
台　

伊
藤
晴
夫

昭和26年　東京都生まれ
気象庁予報部電子計算室(現数値予報課)、
予報課、業務課、成田航空地方気象台、横
浜地方気象台などを経て、現在、名古屋地
方気象台　防災調整官

伊藤　晴夫　氏

図 1   全台風および非常に強い台風の予報誤差

台
風
予
報
は
、
天
気
予
報
の
基
礎
資

料
と
な
る
数
値
予
報
の
改
善
、
観
測
デ
ー

タ
の
充
実
等
に
よ
り
、
精
度
が
年
々
向

上
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

K
I
S
S
O
前
号
v
o
l

・

70
に
詳
し
い

が
、
高
潮
予
報
に
つ
い
て
も
大
き
く
進
歩

し
、
現
在
は
33
時
間
先
ま
で
の
定
量
的
で

詳
細
な
予
測
を
行
う「
高
潮
モ
デ
ル
」（
気

圧
や
風
に
よ
っ
て
海
面
が
盛
り
上
が
る
こ

と
を
表
現
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
）の
計
算
結
果
に
基
づ
い
て
警
報･

注

意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

台
風
の
予
報
精
度
が
低
い
場
合
、
見
逃

し
が
起
こ
れ
ば
予
測
で
き
な
か
っ
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
。
空
振
り

が
起
こ
れ
ば
無
駄
な
対
策
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
か
ら
の
依
頼
が
な
く
な
り
避

難
行
動
が
遅
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被

害
を
増
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
し

か
し
、
精
度
が
高
け
れ
ば
、
早
め
の
対
策

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
を
減

ら
す
効
果
は
高
い
。

こ
こ
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
な「
大

型
で
非
常
に
強
い
台
風
」の
台
風
予
報
の
精

度
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
新
の
高
潮

モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾
台
風
で
災
害
を

も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る
高
潮
の

予
報
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
の

で
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

最
新
の
予
報
技
術
で
は
、
大
型
で
強
い

台
風
に
対
す
る
予
報
の
精
度
が
か
な
り
高

く
、
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
規
模
で

同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
場
合
の
高
潮
予

報
に
つ
い
て
も
、
12
時
間
前
に
は
高
い
精

度
で
予
報
で
き
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
う
。

大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度

ま
ず
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０
７

年
ま
で
の
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予

報
精
度
を
調
べ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
気

象
庁
の
定
義
に
よ
る
と
、「
大
型
の
台
風
」

は
、
最
大
風
速
１
５
m/s
以
上
の
強
風
半
径

が
５
０
０
㎞
以
上
の
台
風
、「
非
常
に
強
い

台
風
」は
、
最
大
風
速
が
８
５
ノ
ッ
ト（
約

４
４
m/s
）以
上
の
台
風
を
さ
す
。
伊
勢
湾
台

風
は
、
上
陸
直
前
に
は「
超
大
型
」で「
非
常

に
強
い
」台
風
だ
っ
た
が
、「
超
大
型
」の
台

風
が
少
な
い
の
で
、「
大
型
」の
台
風
の
予

報
精
度
を
調
べ
た
。

結
果
を
図
１
に
示
す
。
24
時
間
、
48
時

間
、
72
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
中
心
の
予

報
誤
差
は
、
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
０
７
年
の
平
均

で
、
７
０
㎞
、
１
１
４
㎞
、

１
９
３
㎞
で
あ
る
。「
大
型
」

で「
非
常
に
強
い
」台
風
の
誤

差
を
全
台
風
の
誤
差
と
比
較

す
る
と
、
３
０
か
ら
４
０
%

程
度
誤
差
が
小
さ
い
。
ま
た

大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の

72
時
間
予
報
の
精
度
は
、
全

台
風
の
48
時
間
予
報
と
ほ
ぼ

同
じ
精
度
、
同
様
に
大
型
で

非
常
に
強
い
台
風
の
48
時
間

予
報
の
精
度
は
、
全
台
風
の

24
時
間
予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精

度
と
な
る
な
ど
、
予
報
誤
差

が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る

（
な
お
、
対
象
と
し
た
デ
ー

タ
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
資
料
と
数
キ
ロ
程
度
の
差
異
が

あ
る
）。

日
本
付
近
の
予
報
誤
差
を
見
る
た
め
、

北
緯
25°
以
上
に
対
象
を
限
定
し
た
計
算
も
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図２ 9月 26日 9時を初期値とする 12時間後の台風　　 
       予報円と高潮予報に使用した台風中心の位置

図３ 名古屋港における高潮モデルによる潮位予報の時系列と観測潮位

行
っ
た
。
対
象
の
数
が
少
な
い
た
め
、
参

考
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
24
時
間
、

48
時
間
、
72
時
間
予
報
の
誤
差
は
そ
れ
ぞ

れ
６
７
㎞
、 

１
２
４
㎞
、 

１
７
５
㎞ 

と
、
全

領
域
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

方
位
方
向
の
誤
差
に
つ
い
て
は
24
時
間

予
報
で
は
南
西
に
ず
れ
る
場
合
が
も
っ
と

も
多
か
っ
た
。

伊
勢
湾
台
風
に
対
す
る
高
潮
予
報

高
潮
は
遠
浅
の
湾
で
大
き
く
な
り
、
湾

の
形
状
と
風
向
と
の
関
係
で
特
性
が
大
き

く
異
な
る
な
ど
地
域
毎
の
差
異
が
大
き
い
。

従
っ
て
、
他
の
地
域
を
含
め
た
平
均
的
な

高
潮
予
報
の
精
度
を
伊
勢
湾
へ
そ
の
ま
ま

適
用
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾

台
風
来
襲
時
の
高
潮
が
現
在
の
台
風
予
報

の
精
度
で
は
ど
の
程
度
予
報
で
き
る
か
に

つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

【
方
法
】

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議（
２
０
０
８
）で
は
、
実
際

の
観
測
結
果
に
よ
る
伊
勢
湾
台
風
の
進
路

と
規
模
か
ら
高
潮
モ
デ
ル
に
よ
る
再
現
計

算
を
行
っ
た
結
果
、
伊
勢
湾
で
実
測
値
と

ほ
ぼ
同
じ
高
潮
が
再
現
で
き
た
と
述
べ
て

い
る
。
た
だ
、
実
際
の
高
潮
の
予
報
に
は
、

高
潮
モ
デ
ル
の
誤
差
に
加
え
台
風
の
進
路

予
報
の
誤
差
も
影
響
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
二
つ
の
誤
差
を
考
慮
し
た
高
潮
予
報

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

進
路
予
報
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風

の
実
際
の
経
路
に
、
前
章
で
紹
介
し
た
予

報
の
平
均
誤
差
を
加
え
、
現
代
の
予
報
精

度
を
持
つ
仮
想
的
な「
台
風
予
報
」を
作
っ

た
。
例
え
ば
、
25
日
21
時
に
発
表
す
る
予

報
で
は
、
24
時
間
先
の
26
日
21
時
の
伊
勢

湾
台
風
の
実
際
の
位
置
か
ら
南
西
方
向
に

７
０
㎞
ず
ら
し
た
位
置
を
予
報
の
位
置
と

し
、
26
日
９
時
に
発
表
す
る
12
時
間
予
報

で
は
、
南
西
方
向
に
３
５
㎞（
24
時
間
予
報

の
半
分
）ず
ら
す
こ
と
で
、
仮
想
的
な
台
風

予
報
を
作
成
し
た
。

【
高
潮
予
報
の
精
度
】

昭
和
34
年
９
月
26
日
９
時
に
発
表
す
る

台
風
の
12
時
間
予
報
の
予
報
円（
図
２
の
青

い
点
線
の
円
）と
予
報
円
の
中
心（
図
２
の

赤
い
丸
）を
図
２
に
示
す
。
ま
た
、
台
風
が

予
報
円
の
中
心
を
進
む
場
合
、
若
狭
湾
付

近
を
通
過
す
る
場
合
、
伊
勢
湾
北
部
を
通

過
す
る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
潮
予
報
に

つ
い
て
、
名
古
屋
港
に
お
け
る
潮
位
の
時

間
変
化
を
図
３
に
示
す
。
さ
ら
に
、
潮
位

の
最
も
高
い
時
刻
に
お
け
る
潮
位
の
上
昇

量
の
伊
勢
湾
周
辺
で
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ

図
４
、５
、６
に
示
す
。
図
に
対
応
す
る
時

刻
の
台
風
中
心
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
図

２
に
示
し
た
番
号
を
分
布
図
の
右
上
の
番

号
で
示
し
た
。
こ
の
予
報
円
の
大
き
さ
は

さ
ま
ざ
ま
な
強
さ
・
大
き
さ
の
台
風
を
対
象

に
し
た
場
合
で
、「
大
型
」で「
非
常
に
強
い
」

台
風
で
は
予
報
円
は
も
っ
と
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
る
。

予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
台
風

の
進
路
予
報
の
誤
差
の
影
響
で
ピ
ー
ク
時

刻
が
１
時
間
程
度
遅
れ
る
も
の
の
約
３
・６

ｍ
の
高
潮
を
予
測
し
て
い
る（
図
３
）。
伊

勢
湾
台
風
で
は
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位
３
・

８
９
ｍ
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約

３
０
㎝
の
誤
差
で
予
測
が
で
き
て
い
る
。

伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
た
当
時
の
高
潮
の

予
報
が
、
１
〜
１
・５
ｍ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
か
な
り
精
度
が
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
の
予
測
計
算
と
同
じ
高

潮
モ
デ
ル
を
使
っ
た
中
央
防
災
会
議
の
資

料
で
は
、
実
際
の
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
と

強
度
を
元
に
し
た
場
合
の
高
潮
の
再
現
計

算
も
行
っ
て
お
り
、
同
様
の
数
値
が

再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
の
台
風

に
つ
い
て
は
、高
潮
モ
デ
ル
に
よ
り
、

誤
差
数
十
セ
ン
チ
で
予
測
が
で
き
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を
利
用
す

る
と
、
台
風
が
ど
の
コ
ー
ス
を
通
る

と
ど
の
程
度
の
高
潮
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
か
に
つ
い
て
も
高
い
精
度

で
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
狭
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図５ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
       (若狭湾付近を通る場合 )

図６　高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
       (名古屋市付近を通る場合 )

図４ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
       (予報円の中心を通る場合 )

図７ 上陸時の中心気圧で分類した近年の上陸台風の数

湾
付
近
を
台
風
が
通
過
し
た
場
合（
図
２
中

の
①
）は
、
３
・５
ｍ（
図
５
）に
近
い
高
潮
に

よ
る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
名
古
屋
市
付
近
を
通
過
し
た
場
合（
図
２

中
の
②
）は
、
約
２
・８
ｍ（
図
６
）の
高
潮
に

よ
る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
24
時
間
前
の
25
日
21
時
に
発
表

す
る
予
報
の
う
ち
、
予
報
円
の
中
心
を
通
っ

た
場
合（
グ
ラ
フ
図
３
中
の
Ａ
）で
も
、
や

は
り
３
・５
ｍ
を
超
え
る
高
潮
に
よ
る
潮
位

上
昇
を
予
測
し
て
お
り
、
24
時
間
前
に
お

い
て
も
、
伊
勢
湾
の
高
潮
に
よ
る
潮
位
上

昇
が
３
・５
ｍ
を
超
え
る
お
そ
れ
が
少
な
く

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
の
伊
勢
湾
台
風
に
備
え
て

伊
勢
湾
台
風
以
来
、
一
つ
の
台
風
で

５
０
０
人
以
上
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な

い
。
最
近
の
台
風
で
は
２
０
０
４
年
の
台

風
第
２
３
号
に
よ
る
９
８
名
の
死
者･

行
方

不
明
者
が
突
出
し
て
い
る
が
、
地
震
以
外

の
自
然
災
害
で
１
０
０
人
近
く
の
犠
牲
者

が
出
た
の
は
島
根
県
を
中
心
に
大
雨
を
も

た
ら
し
た「
昭
和
58
年
７
月
豪
雨
」（
死
者

１
１
２
名
）、
１
９
８
３
―
８
４
年
の「
昭

和
59
年
豪
雪
」（
死
者
１
３
１
名
）以
来
、

約
２
０
年
ぶ
り
で
あ
る
。
防
波
堤
、
水
門
、

河
川
堤
防
等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
め
ざ
ま
し

い
進
展
や
台
風
情
報
や
情
報
伝
達
手
段
の

高
度
化
が
減
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理

由
で
は
な
い
。
図
７
に
示
す
よ
う
に
、
伊

勢
湾
台
風
と
同
程
度
の
最
低
気
圧
、
暴
風

半
径
で
上
陸
し
た
台
風
は
、
48
年
前
の
第

二
室
戸
台
風
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
第
二
室

戸
台
風
の
犠
牲
者
は
２
０
２
人
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、上
陸
に
際
し
て
は
、行
政
、

住
民
、
報
道
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動

に
あ
た
り
、
大
阪
で
は
４
４
万
人
が
実
際

に
避
難
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
５
０
年
を
経
て
、
台

風
予
報
、
高
潮
予
報
の
技
術
も
相
当
に
進

歩
し
た
。
今
後
伊
勢
湾
台
風
規
模
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
台
風
が
来
襲
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
５
０
年
近
く
上
陸
し
て
い
な
い

台
風
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
被

害
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
に
十
分
に
留
意

し
て
、
最
新
技
術
に
基
づ
く
高
潮
予
報
、

台
風
予
報
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
情
報
を

活
用
し
、
避
難
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

本
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
庁

地
球
環
境
海
洋
部
海
洋
気
象
情
報
室
、
予

報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー
、
な

ら
び
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
諸

氏
に
多
大
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
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